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1. はじめに
高等学校において必修科目である教科「情報」がは

じまって１２年が経過する。

その科目である「情報Ｂ」，また，その継承科目であ

る 「情報の科学」においてデータベース学習領域は(1)，

基礎的な情報リテラシーとし，年々大きな重みをもっ

た領域(2)に発展している。今日，社会的に影響の大きい

セキュリティ問題も，個人情報などの重要な情報を管

理するデータベース管理システム（ＤＢＭＳ）の機能

を理解しないと，本質的な対策ができない問題である。

このＤＢＭＳの扱いについては，概念的，抽象的な，

理論中心の学習形態も考えられるが，今日，高等学校

で扱われるようになった教科「情報」の当初に掲げら

れた重点目標である「情報活用能力の育成」という観

点からみれば，将来，データベースを管理・運営する

役割を担う生徒にとっても，また一利用者側から最低

限の仕組みや危険性などを理解したい生徒にとっても，

DBを体験的に学習することは有用である。そのために

情報社会で実際に使われているデータベースを教材と

する。

具体的には，ひとりずつがデータベースソフトを操

作しながら，DBMS の仕組みを，教科「情報」で可能

な実習という学習形態で学ぶ。データベースソフトの

基礎的な技術を身につけながら並行して，身近なデー

タベースを素材から作成する。DBとしての機能をそこ

なわない範囲で自由なデザインも推奨し，最終的に，

セキュリティ面も考慮した使いやすいヒューマンイン

ターフェースを備えた０からのデータベース構築の実

習をする。これについては，学習後のアンケートに記

述されている積極的な改善意見が参考になる。

数値評価としては，今回の DB 実習の学習プラン(2)

の実践を通し，将来のデータベースの重要度を認識し

た生徒が４５％に達する。将来への理解は十分とは言

えないが，今回のDB実習（貸出図書管理システム）の

仕組みでは，「やや理解できない部分もある」と答えた

生徒を含めれば，全体の９４％が学習に肯定的な回答

を選んでいる。

この１０年間，各種のデータベース実習(1)に取り組ん

でいるが，最近は，高い学習効果が期待できるオリジ

ナルかつ汎用的な貸出図書システムを教材としている。

その中で定着してきた条件が①生徒自身が関心の高い

図書を選択する，②視覚的に興味がでる表紙デザイン

を含むデータベースとする（ユーザーインターフェー

ス），③チームによりデータベースの一元管理ができる，

の３条件で課題を作成している。

1.1 データベース学習の位置づけと目標
教科書(2)では，DB の５つ機能（一貫性，整合性，独

立性，機密性，可用性）を学ぶために，架空の貸出図

書システムの作成を実習課題としている。しかし，架

空データではデータベースが完成したときや，その作

成段階で実習目的である実際のデータベースの果たす

役割の現実感が乏しい。そこで，クラス内の各メンバ

ーがすきな本を選択し，生徒間で好きな本の情報交換

ができるよう，実習課題作成に入る前に，各自，本校

図書館で好きな本を借りて，実習のための書籍データ

ベースを作成することにする。その後，クエリー作成

や外部リンクなど段階的に学習していく。

1.2 関心の高い素材を選択

学習内容は教科書(2)の例題に準拠するが，モチベーシ

ョン向上のために，実際の表紙の図をデータベースと

し保存し，図書検索では該当の書籍名だけでなく，実

際の書籍の表紙の図や本の内容を要約で読めるように

する。

また，検索や貸出操作をする画面（フォーム）では，

マウスクリックによる選択操作のみで，短時間で入力

できるようなユーザーインターフェースとする。その

効果として文字入力などで発生する想定外の値入力に

よるシステム障害がほとんどなく，DBMS による入力

値の検査や，規制も不要になる。

今回使用したDBソフトウェア「アクセス」では，教

科書で指定された範囲であれば，「アクセス」上のマウ

ス操作だけで入力インターフェースが実装できるが，

前述のような耐障害性のユーザーインターフェースを

実現するために，表１のようなVBAを使用する。その

プログラムコードにより，図書検索後に，検索した本

の借りるボタンを押すだけの標準入力操作が実現する。

表１ ユーザーインターフェースのためのVBA
Private Sub コマンド18_Click()

Forms![Q_貸出入力]![Q_貸出明細]![書籍コード] = _
Forms![Q_貸出入力]![図書検索]![書籍コード]

End Sub
Private Sub コマンド5_Click()

Forms![Q_貸出入力]![生徒番号] = _ 
Forms![Q_貸出入力]![生徒表]![生徒番号]

End Sub
なお，データベースの書籍は各自３冊を，本校図書

館（蔵書約４万冊弱）から借りてきた書籍であること

を条件とする。また，クラス内で同じ本を選定するこ

とがないように調整する。表紙の図は，借りてきたと

きに，各自のコンピューターに付属するWeb カメラで
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